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   The clinical use of a new surgical tool  the  " Laser Rod  "  is presented. This rod is made of ceramics 
and utilizes a neodymium-doped yttrium aluminum garnet (Nd-YAG) laser. With the Laser Rod, 
the surgeon can cut  tissue by mechanical contact and still feel the resistance from the target tissue. 
    In this study, this device has been used in various urological surgerical procedures, suchas ne-
phrolithotomy, retropubic prostatectomy, ileocecal conduit diversion, urethroplasty and circumcision 
of the penis. Our results showed that laser surgery using this device, enables bloodless incision with 
minimal damage to adjacent tissue. 
   In conclusion, the Laser Rod will probably be very useful in urological surgery, and its indications 
should be expanded through further study.
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は じ め に
レーザ ー(Laser)とは,LightAmplificationby
StimulatedEmissionofRadiationの頭文 字 を と
った 略 語 で,直 訳 す れ ば"放 射 の誘 導 放 出 に よる光 波
の増 幅 多 とい う意 味 であ る.レ ー ザ ー光 線 は単 一 波 長
で指 向 性 が高 く,ま た 位相 もそ ろ った 可 干 渉性 の光 波
であ る.言 い換 え れ ば,純 粋 な光 であ って,そ の 干渉
作 用 に よ り大 きな エ ネル ギ ー を得 る こ とが で きる もの
であ る.
レーザ ー の歴 史 は,1917年にEinsteinが原 子 か ら
の光 の 誘導 放 出を 示 した こ とに初 ま る.そ して そ の後
誘 導 放 出 の研 究 が 進 め られ,1960年にMaimanDが
ル ビ ー レー ザ ーの 発 振 に成 功 し,つ づ い てHe-Neレ
ーザ ーが開 発 され て以 来,レ ー ザ ー光 線 は 医 学 の 分野
にも応用され急速な進歩を遂げている.レ ーザー光線
の医療への導入は,ま ず眼科領域での光凝固装置には




現在 医療用 レーザーと してはGO2レ ーザー.
Argonレー ザーおよびNd-YAGレ ーザーが代表的
なものであ り,その特性からさまざまな用途に用いら












使 用 した 装 置 は,Messerschmitt-B61kow-Blohm
社 製 のMedilasYAGレ ーザ ー 装 置 で あ る.Nd-
YAGレ ー ザ ーは,YAG(Y3Al5G且2)の結 晶 中 に レ
ーザ ー物 質 としてNeodymiumをdopingし た 固 体
レーザ ー で あ る.こ の レー ザ ーは 発 振波 長 が 近 赤 外 線
域 の1.06μmで あ り,そ の 特 徴 とす る と ころ は,組
織 表 面 での 吸 収 が少 な く,組 織 に対 して よ り深 く浸 透
して エ ネル ギ ーが 吸収 され る こ とで あ る.こ の た め 他
の レーザ ー と比 較 し て組 織 の 切開 能 では 劣 るが凝 固能
に は 優 れ,ま た水 や 赤 血 球 に よる 吸収 が 少 な いた め,
水 中 や 血 液 中 で の操 作 も可 能 で あ る.こ の 装置 の 出力
は ライ トガ イ ド先 端 で 最 大100Wで あ り,出 力(0～
100W)と照 射 時 間(0～10sec)を任意 に 設 定 す る こ
とが で きる.ま た 発 振 装置 か らの 導 光路 と しては,柔
軟 で強 靭 な直 径0.6mmの クォ ー ツ ・シ リコ ン フ ァ
イバ ーが 用 い られ 操 作 性 が 良好 であ る.YAGレ ーザ
ー光 は非 可 視 光 で あ るた め,パ イ ロ ッ ト光 と して波 長
0.62μmのHe-Neレ ーザ ー光 を 同軸 上 に 導 き,常
時 照 射 部 位 を確 認 す る こ とが で き る.
組 織 切 開に あた って は,光 ファイ バ ーの先 端 に セ ラ
ミ ックス製 の ロ ッ ドメ スを 装 着す る(Fig.1).セラ ミ
ックス は 融点 が2,400。Cと高 く,ま た 熱伝 導 率 が きわ
め て低 い とい う特 性 を もつ.こ の た め通 常 の レーザ ー
照 射 に よ って融 解 す る ことが な く,ま た そ の 熱 エ ネ
ル ギ ー は放 散 す る こ と な く メス の先 端 に 集 中 し,接
触 切開 に は 有 利 で あ る.こ の セ ラ ミ ックス ロ ッ ドは
Su「9icalLase「Technologies,Inc・の 大 工 園が 考
案 した もの で(そ の許 可 を 得 て 使 用 した),先 端 径 が
0.1～0.81nmまで そ ろ い,用 途 に応 じて 選 択 して 使
用 で き る.こ の ロ ッ ドメスに よ る切 開 に 際 しては,レ
ー ザ ー光 が ロ ッ ド先 端 か ら大 き な発 散 角 で 出射 し,そ
の た め レー ザ ー ビ ー ム照 射 の よ うな 狭 い発 散 角 に よ る
深 い 凝 固深 達 が な く,ロ ッ ド先 端 周 囲 の わず かImm
以 内 の深 達 のみ で,き わ め て 安 全 に切 開 す る こ とが 可
能 で あ る(Fig.2).











要 とした.しかしその止血効果は レーザー出力 と切開




















































































娠タ へ ・、 』 竺.







































































路が開発されて いないため 手術操作に難点が ある.




















することがあげられる.こ れに 対して 著者 の使用し
た接触型メスはセラミックス製の ロッド型 メスで,ロ
ッド先端から照射されるレーザー光の組織蒸散作用に
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